
八清住宅地域や八清親和会を見つめ直すシリーズ“わが街・わが自治会の今・昔”は、八清親和会

員も八清住宅ができた当時からの一世代会員が少なくなり、２世代・３世代の会員や、戦後転入し

てきた会員が多くなり、地域の歴史を知る住民が少なくなりました。

この７０年以上の歴史ある街“八清”を知っていただきたいと思います。

◆第３回は、八清住宅地域の安全の神様として、多くの御守護を集めている

“昭和天満宮”を紹介します。
八清住宅地域の住民に親しまれている“昭和天満宮”は、シリ

ーズ第１回「八清の由来」でご紹介しましたように、桑畑に広がる農村

地帯に、ロータリを中心として放射線状に区画された、大規模住宅が誕

生した頃からの、古い由緒をもつ神社です。神社は昭和１６年、この産

土神（うぶすながみ）として奉祀（ほうし）されました。

当時の神社は小さな祠で「八清神社」と呼ばれていました。

終戦後雨露にさらされるままに放置されていたため、これを遺憾とし

た有志が処金再建をはかり、国立市の谷保天満宮から分霊を勧請奉斉

（かんじょうほうさい）し、昭和２７年９月遷宮祭を執行し「昭和天   （当時の神社）

天満宮」と改められました。

ご承知の通り、国立市の「矢保天満宮」の御祭神は、菅原道真公（すがわらみちざねこう）で、

学業の神様として古来から子供たちの信仰を集めています。また、交通安全発祥の地でもあります

ため、合格祈願や交通安全祈願に多くの人が訪れています。神紋は梅模様。

このため、「昭和天満宮」の神紋も梅模様で、住民に親しまれています。

毎年、８月第２週土・日の２日間は、例祭として「昭和天満宮大祭」が執

り行われます。当日は、昭和天満宮前の八清公園で自治会行事の「盆踊り

大会」も同時に行われ、神輿、山車、子供獅子舞（お賽銭）、盆踊り、アト

ラクション、カラオケ大会、自治会員や子供たちを対象にした抽選会や、

ゲ―ムコーナー、模擬店等で祭り一色になります。

祭りの神事は、谷保天満宮より神官をお招きして、２日間の神輿、山車、役

員の交通安全祈願を行っていただきます。昭和天満宮は小さな神社のため

お祭りのお手伝いやお世話をする氏子会がありま

せん。このため「八清親和会」が神社をお守りし

お世話をしています。このため、祭り（含む盆踊

り大会）は、八清親和会を中心とした、神輿同好

会、老人会、子供会、商店会で祭典実行委員会を

編成して実施しています。今では、近隣からの神

輿の担ぎ手や、八清住宅の住民ならびに周辺地域

の住民等が訪れ、２日間の来場者、参加者、祭り

の役員等で延べ人員１,３００人を超える規模の祭

りとなりました。
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